
主催：新潟県医師会 共催：子どもの虐待防止ネット・にいがた 

 

  

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

☆対 象：児童相談所職員・市町村の要保護児童対策調整機関職員、小中高校の教諭、特別支援学校
教諭、養護教諭、幼稚園教諭、保育士、児童養護施設の職員、警察官、医師、保健師、看護師
など、子どもに関わる医療・保健・福祉、司法等の専門職の方や学生、この内容に関心のある
方すべて 

☆定 員：各 40 名（先着順）※定員に達し次第、締め切らせていただきます。 

☆日 時：９月１３日（日曜日）９時～１８時２０分予定（受付：８時４５分～ 大講堂前） 

☆場 所：新潟県医師会館 ３階 大講堂（新潟県新潟市中央区医学町通 2-13） 

☆受講料：新潟県内在住の方…無料（テキスト・受講証書代を含む） 

         新潟県外在住の方…一人９，９００円（テキスト・受講証明書代を含む） 

☆申し込み締め切り：８月 24 日（月曜日） 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

※新潟県医師会主催となりますので、県内在住の方を優先します。 

※県外在住の方は、当日、受付で受講料のお支払い(お支払いは現金のみ)をお願いいたします。 

※9:00～18:20 のうち、12:00～13:00 が昼食休憩の予定となっております。 

※駐車場には限りがあります。できるだけ公共交通機関をご利用また、近くの有料駐車場をご利用ください。 

※当日欠席された場合、テキストのみをお渡しすることはできません。 

令和 8 年度 子どもを守るパズルの１ピースとして子ども虐待に対応する 

性虐待初期対応 RIFCR™(リフカー)研修のご案内     
RIFCR™（リフカー）は、アメリカ・ミネソタ州に「子どもの福祉を最優先に」を基本理念に設立された子

ども虐待評価・研修センターのコーナーハウスが開発したプロトコルです。 

そのコーナーハウス認定トレーナーチームによる研修が開催されます。是非ご受講ください！ 

子どもの性虐待の理解と初期対応、話の聞き取り方を学ぶ 
～子どもたちのことで何か心配なことに気づいたら～ 

「この子、誰かに暴力を振るわれているんじゃない？」「あの子、誰かから性的な被害を受けているんじゃな

い？」「いじめにあっているんじゃない？」など、子どもたちに何か心配なことを感じたとき、私たちはどうすれば

よいのでしょうか？ 被害児を守るためには、第一発見者が最小限のことだけを聞いて、適切な機関につなげる

ことが大切です。そのために、子どもたちから何をどのように聞くべきなのか、また、通告・通報後に実施される

司法面接で、彼らに被害事実の詳細を語ってもらうためには、最初の聞き取りの際、どんなことに気をつけな

ければならないのかを知っていただくのが RIFCR 研修です。 

プログラムの内容 
＊子どもは性虐待をどのように経験するのか 
＊虐待を打ち明けるプロセス 
＊性的発達 
＊日本の児童保護制度 
＊RIFCR (リフカー)プロトコル 

お申込みは右記の二次元バーコードからお申し込みください。 
【問い合わせ】 
〇お申込み、研修内容について 

子どもの虐待防止ネット・にいがた 担当：草間 
電話: 090-3241-6239  E-mail: kusa-yan@estate.ocn.ne.jp 

〇会場等設備について 
新潟県医師会 担当：業務課 野中 
電話: 025-２２３-62８１(代表)  E-mail: gyoumu@niigata.med.or.jp 
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